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2020年３月期 通期
決算補足資料

（注意事項）
本資料に記載されている当社の予想、⾒通し、⽬標、計画、戦略等の将来に関する記述は、本資料作成の時点で当社が合理的であると判断する情報に基づき、⼀定の前提（仮定）を⽤いており、
種々の要因により、実際の業績はこれらの予想・⽬標等と⼤きく異なる可能性があります。本資料は、当社の事業戦略の説明資料であり、投資勧誘を⽬的として作成されたものではありません。

2020年5月12日
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2020年３月期 通期について
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2020年３月期 通期の業績は、前期比で売上高 25.0％増、営業利益 4.4％減

売上高は、過去最高値を更新。営業利益は、「SPES」への期待感による既存物件への導入先送り等の影響により、サービス提供戸数の増加数

が予想を下回り、不動産事業の業績改善がみられたものの、減益

■売上高

集合住宅向けISP事業の対前期比については、新築物件は⼤手包括提携 (OEM) 先からの受注が順調に推移。既存物件は、「SPES」への期待感による

工事発注の先送り等が影響し、予想を下回ったが、ランニング売上の積上げ等により増収。対業績予想については、サービス提供戸数の増加数が予想を下回り、

また、不動産事業においてフォーメンバーズ運営店舗をAHN※への加盟を希望する法人へ譲渡したこと等により減収

2019年３月期末比 138,876戸増 累計 564,826戸
■営業利益

集合住宅向けISP事業は、既存物件への導入先送り等の影響による新規サービス提供戸数の減少に伴う、代理店手数料の減少、工事原価率の上昇等に

加え、体制強化に伴う販売管理費及び⼀般管理費の増加等により減益

不動産事業は、企業体質の改善、強化、AHNの店舗出店拡⼤等により、セグメント損失 464百万円（前期セグメント損失 511百万円）で着地

※ AHN：Aeon Housing Network の略。イオンハウジングにおけるネットワーク店舗の呼称

2020年３月期 通期 連結業績 前期比較及び業績予想比較

単位：百万円
2020年３月期

通期 実績
2019年３月期

通期 実績
対前期比

2020年３月期
通期 業績予想

対通期
業績予想比

売上高 13,649 10,921 25.0% 14,390 △5.1%

営業利益 1,235 1,292 △4.4% 1,547 △20.2%

経常利益 1,198 1,259 △4.9% 1,501 △20.1%

親会社株主に
帰属する当期純利益 512 684 △25.1% 877 △41.6%
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年間売上高推移（四半期別）

集合住宅向けISPサービスの累計提供戸数の増加によるランニング売上の積上げに加え、
不動産事業の成長も寄与し、過去最高の売上高を達成
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年間営業利益推移（四半期別）

既存物件への導入先送り等の影響によるサービス提供戸数の増加数が前期を下回った結果、
イニシャル売上及び代理店手数料が減少。体制強化費用（人件費、設備投資、不動産事業等）の増加もあり、減益
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2020年３月期 通期 売上高 前期比較

前期に比べ、サービス提供戸数の増加数の減少により、イニシャル売上及び代理店手数料の減少がみられたものの、
ランニング売上の伸長及び不動産事業の成長もあり、前期比 25.0％増
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2020年３月期 通期 営業利益 前期比較（連結）

既存物件への導入先送り等の影響により、サービス提供戸数の増加数が前期比 17.5％減少
イニシャル売上、代理店手数料の減少、体制強化費用の増加及び不動産事業の損失により、連結ベースで前期比 4.4％減
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集合住宅向けISP事業 サービス導入実績

集合住宅向けISPサービス累計提供戸数は、前期末（42.5万戸）に比べ、13.８万戸増の 56.4万戸
当期計画（59.6万戸）に対しては、「SPES」への期待感による既存物件への導入先送り等が影響し、3.2万戸減
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集合住宅向けISP事業 ランニング売上推移

サービス提供戸数の増加により、ランニング売上も順調に積み上がり、前期比 33.5％増
引き続き、サービス提供戸数の純増に向けたサービスレベル向上に注力し、安定的な収益基盤の拡大を図る。

単位：百万円
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連結業績予想と実績値との差異及び特別損失（減損損失）の計上について

当社は、2020年３月期（2019年４月１日～2020年３月31日）の通期連結業績予想（2019年５月14日公表）と本日公表の

実績値に差異が発生し、また、2020年３月期において特別損失（減損損失）を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

前回発表予想（A)
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

14,390 1,547 1,501 877 58.37

実績値（B) 13,649 1,235 1,198 512 34.07

増減額（B－A) △740 △311 △302 △365 －

増減率（％） △5.1 △20.2 △20.1 △41.6 －

（ご参考）前期実績
（2019年３月期）

10,921 1,292 1,259 684 45.51

（注）2020年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。

（２）差異の理由

既存物件へのシェア拡⼤を⽬的として2019年９月に発表した、新サービス「SPES」の市場導入の遅れに加え、既存顧客の当該サービス導入へ

の期待から、当連結会計年度に⾒込んでいた既存物件への工事受注が、⼀部先送りとなりました。同時に、第４四半期の受注増加に備えた

施工管理体制強化による費⽤増加のため、利益率が低下いたしました。また下記２の通り、特別損失（減損損失）を計上しております。

このような状況等により、2020 年３月期の通期連結業績につきましては、親会社株主に帰属する当期純利益が、公表した業績予想を⼤きく

下回ることとなりました。

１．通期連結業績予想と実績との差異について

（１）2020年３月期 通期連結業績予想と実績値との差異（2019年４月１日～2020年３月31日）

２．特別損失（減損損失）の内容

当社の連結子会社である株式会社フォーメンバーズについて、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、同社の今後の事業計画を⼤幅に⾒直し

いたしました。それに伴い、同社に対して認識していたのれん、固定資産の⼀部について、172百万円の減損損失を計上することといたしました。
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2021年 3月期について
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2021年３月期 通期 連結業績予想について

2021年３月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症による影響を

現時点で合理的に算定することが困難なことから未定としております。

連結業績予想の開示が可能となった時点で速やかに公表いたします。



14© 2020 GIGAPRIZE Co.,Ltd.

新型コロナウィルス感染症に係る事業等のリスク

新型コロナウイルス感染症による当社グループの事業に関するリスクについて、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性があると考えられる

主な事項を記載しております。なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが独自に判断したものであります。

■外部委託業者に対するリスクについて

当社グループが提供する集合住宅向けISPサービスは、施工業務をはじめ、⼀部業務を他社に委託しております。外部委託先の選定にあたっては、基準を設定の上契約締結し、
継続的に法令遵守の状況や業務品質を監督しております。また、昨今の事業規模拡⼤に伴い、リスク分散を⽬的に外部委託業者の確保を進めております。
しかしながら、⼤手包括提携先の建設工事の中断及び営業エリア縮小の長期化によっては、当社受注数の減少に伴う発注数の減少により、当社の外部委託業者の財政状態

が悪化する可能性があります。また、この状況が長期化し、当該外部委託業者の事業継続が困難となった場合、代替となる外部委託業者との提携が難しくなるおそれがあります。
結果、当社サービスの品質が維持できず、サービスの提供に支障をきたし、これにより主要取引先の喪失等が生じた場合には、当社グループの業績及び財政状態に重要な影響を

及ぼす可能性があります。

■各種機器の調達に対するリスクについて

当社グループは、インターネット関連機器等を他社から調達しております。各種機器の調達におきましては、受注計画に基づく機器の確保や調達条件の改善に努めるとともに、
調達先を分散することにより調達リスクの軽減に努めております。
しかしながら、特定会社への依存度が高い機器の調達等において、生産工場の休業等の長期化により、集合住宅向けISPサービスの導入工事や保守サービスの提供に必要な

数量の機器調達が困難となり、新規顧客の獲得、既存顧客へ提供するサービス品質の維持に支障をきたし、これにより主要取引先において喪失等が生じた場合には、当社グルー
プの業績及び財政状態に重要な影響を及ぼす可能性があります。

■主要取引先への依存度に対するリスクについて

当社グループのHomeIT事業は、集合住宅向けISPサービスの⼤手包括提携先へのOEM提供が中心となっております。
現時点におきまして、⼤手包括提携先への依存度は高い状況にあり、⼤手包括提携先の建設工事の中断及び営業エリア縮小等の長期化によっては、受注数の減少により、当社
グループの業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。
また、不動産事業におきましては、連結子会社である株式会社フォーメンバーズが中心となり、イオンモール株式会社の不動産仲介事業である「イオンハウジング」のフランチャイズ店

舗の運営、並びにAHN加盟店の運営本部として、AHN加盟店の募集、運営を行っております。
従って、同社店舗の休業、営業時間短縮の長期化等によっては、既存AHN店舗の休業長期化、AHN店舗の新規出店の遅れ等により、当社グループの業績及び財政状態に

重要な影響を及ぼす可能性があります。

■従業員の感染リスク及び企業活動に与えるリスクついて

当社グループは、従業員の生命・安全を最優先事項と考え、原則として⼀部の業務を除きテレワークに全面的に移行しております。しかしながら、現状では感染リスクを完全に
遮断することは困難であり、万⼀、従業員が感染した場合には長期間の隔離、療養が必要となるため、⼀定期間就業できなくなります。更に社内での感染拡⼤のリスクが高まってい
ると判断した場合には、事業所の閉鎖、業務停止の措置を講じる等、企業活動が制限されるため、当社グループの業績及び財政状態に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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トピックス
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トピックス ① 「PWINS」 （https://www.gigaprize.co.jp/pwins/）

【世界初 集合住宅向けISP新サービス 「PWINS」 を新たに開発 ～未来の集合住宅へ向けたインターネット環境を提供～ 】

当社は、ディーリンクジャパン社と連携し、簡単にWi-Fi機器の取り換えが可能となる世界初のDOC式Wi-Fiアクセスポイント、
「PWINS」を共同開発いたしました。2020年４月末より販売開始予定となります。

「PWINS」は従来の壁埋め込み式Wi-Fiアクセスポイントから、Wi-Fi通信を行う無線ユニットを分け脱着式にすることで、マンションISPサービ

ス業界が課題としてきた、技術革新によるWi-Fi規格の変更などによるハードウェア交換時にかかる入居者との日程調整および工事調整などの

時間的コスト、またそれらの調整を行う管理会社やハウスメーカーの設備投資費⽤などを⼤幅に縮小することを可能にしたサービスです。

Wi-Fi通信を行う無線ユニットを壁外へ出すことにより
従来の壁埋め込み式Wi-Fiアクセスポイントと比較し、
より安定したWi-Fi通信環境を実現します。

安定したWi-Fi環境の実現

POINT ２

Wi-Fi通信を行う無線ユニットを分け脱着式にすること
により入居者自身でも簡単に宅内機器の交換が可能
なため、今後予想されるWi-Fi規格の進歩による機器
の交換の際に宅内工事を行う必要がなくなり費⽤が抑
えられます。

Wi-Fiユニットの取り換えが簡単

POINT １

https://www.gigaprize.co.jp/pwins/
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トピックス ② 「SPES」 （https://www.gigaprize.co.jp/service/spes.html）

【世界初 集合住宅向けISP新サービス 「SPES」の導入を開始 ～既存集合住宅へのインターネット環境整備を加速～ 】

2019年9月26日に発表した新サービス「SPES」を、2020年2月18日にサービスの導入を開始いたしました。
「SPES」は発表以降、多くの反響とご好評をいただき、発表の告知どおり2020年1月下旬より受注を開始し、2月18日に

第1号となる埼玉県川口市にある集合住宅（全67戸）へサービスを導入いたしました。

■「SPES」子機送付⽤封筒

子機は封筒に入れられた状態でポストへ投函さ

れる入居者は子機を取り出し接続するのみ

■「SPES」導入居室の子機接続画像

子機とモジュラージャックをケーブルで接続する

ことでインターネット利⽤が可能（電源不要）

https://www.gigaprize.co.jp/service/spes.html


18© 2020 GIGAPRIZE Co.,Ltd.

トピックス ③ 「SPES」 （https://www.gigaprize.co.jp/service/spes.html）

【大東建託パートナーズ、管理物件への「SPES」本格導入開始 ～既存集合住宅へのインターネット環境整備を加速～】

当社と⼤東建託社のグループ会社、⼤東建託パートナーズ社は、世界初ISPサービス「SPES」を2020年4月より同社が管理
する全国の物件に対し本格導入を開始いたしました。

１．宅内工事不要

宅内装置は梱包状態のまま郵便受けに投函
可能なサイズ、また設置は電話線につなぐだ
けの簡単設計になっております。
入居者との工事日程を調整する必要もなく、
お手軽にインターネットをご利⽤頂けます。

３．既存設備の活用

電話⽤2芯ケーブルを活⽤することで既存物
件でも新たな屋内工事を施工せずにインター
ネット利⽤が可能になります。
宅内装置も電話線につなぐだけと簡単設置。
お手軽にWi-Fi環境の提供が可能です。

２．SPESと通信速度

SPESは、ルータ・センター装置間は１Gbps、
センター装置・宅内装置は100Mbpsの通信が
理論上可能です。
実行速度は、30～90Mbpsと快適な通信
環境の提供が可能です。

４．最新のEthernet通信規格

車載イーサネットは高速かつ誤作動なく伝送す
ることが求められます。「BroadR Reach®」は
シングルペアのツイストケーブルを⽤いた通信＆
給電技術が可能であり車載インターネットとして
標準化が進んでいる最新の通信規格の1つで
す。SPESは、その技術を集合住宅へ⽤いるこ
とで、快適なインターネット環境の提供が可能
です。

４つの特長

https://www.gigaprize.co.jp/service/spes.html
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トピックス ④ イオンハウジング リリース

店舗名 所在地 リリース日 オープン日

イオンモール八幡東店
（新規オープン）

福岡県北九州市 2020年２月21日 2020年２月27日

イオンハウジング相模原店
（リニューアルオープン）

神奈川県相模原市 2020年２月27日 2020年３月１日

イオンモール鹿児島店
（新規オープン）

鹿児島県鹿児島市 2020年３月13日 2020年３月28日

イオンタウン姶良店
（リニューアルオープン）

鹿児島県姶良市 2020年３月26日 2020年４月1日

イオンモール草津店
（新規オープン）

滋賀県草津市 2020年４月10日
2020年５月21日
（オープン予定）

■イオンハウジング 店舗イメージ■新規オープン・リニューアルオープン一覧

【イオンハウジング 新規オープン・リニューアルオープン】

当社子会社の株式会社フォーメンバーズでは、2021年度末までに250店舗展開（フォーメンバーズ運営店舗、AHN加盟店舗
含め）を⽬指しております。AHN出店を希望するお客様のニーズに合わせ、イオンモール内での出店や路面店での出店のほか、
現在フォーメンバーズが運営している直営店舗のAHN化も視野に店舗展開を進めてまいります。
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トピックス ⑤ どこでも住宅展示場 リリース一覧

【イオンモール店内に「どこでも住宅展示場™」をオープン】

当社とナーブ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役：多田 英起）は、全国のイオンモール店内にモデルハウスを
360度VRで体感いただける、「どこでも住宅展示場™」をオープンいたしました。

「どこでも住宅展示場™」をご活⽤いただくことにより、省スペースでの出展が可能で、初期費⽤・賃料ともに低コストに抑えることが

できます。さらに本サービスは、無人店舗での運営も可能なため、接客も軽減されることから、人手不足が常態化している不動産業

界において課題解決の⼀助として導入されるハウスメーカー様が増加しております。

■「どこでも住宅展示場™」筐体イメージ■ 出展企業（50音順 商号略）

店舗名 イオンモール北戸田（2ヵ所出店） イオンモール大和（2ヵ所目）

所在地 埼玉県戸田市 神奈川県⼤和市

リリース日 2020年２月17日 2020年２月17日

オープン日 2020年２月20日 2020年２月20日

出展企業 オガワホームAS アキュラホーム湘南支店

晃栄建設 加藤工務店

鳥海建工 三心

北洲 将伸建設

山井建設 ジューテックホーム

新昭和ウィザース神奈川

西川リビング

ワイズプロダクト


